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8月 4 日から14日までの日程
で、町営相撲場をけいこ場とし
た合宿が無事終了しました。 
今回の合宿は、蒔田出身の田中
英寿氏が監督ということから実現となり、合宿には嘉瀬出身の小松
大也さん（ 4年生）ら21人の部員が参加し、連日激しいけいこに取
り組みました。合宿を終えた部員たちは 「暑くなく、練習しやすか
った。来年も来たい」と話していました。 

▲メダルをかじつて、力ッブを持って、はいポーズ！ 

ソフトボール競技男女総合優勝 

第56回市町村対抗青森県民体育大会 

第17!"H七国小学校陸上競技交流会が東京都
の国立競技場で行われ、 8月25日の女子4X 
lOOmリレー種目で、第 2走者として参加した
喜良市小学校の伊丸岡操希さんが所属する青
森山田ジュニアクラブが54秒30の記録で第 3 
位入賞を果たしました。 
伊丸岡さんは「走りやすくて、普段の自分

の実力を出せました」 と話していました。 

8月19日、三沢市三沢小学校グラウンドで決
勝戦が行われ、男子は木造町を接戦の末 7回裏
に 5対 4 と劇的なサョナラで制し、女子は一人
ひとりが力を十分発揮して平賀町を11対 0 と圧
勝して、それぞれ優勝しました。この完全勝利
によりソフトボール競技の総合優勝を勝ち得ま
した。 
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男女総合5年ぶり 

2度Hの優勝 
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第
二
十
三
回
金
木
町
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
の
部
が
八
月
二
十
六
日
、
 

金
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
百
四

十
人
が
参
加
し
て
記
録
を
競
い
ま
し

た
。
 

各
種
目
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

【小
 
学
 
生
】
 

◇
四
年
男
子
一
〇
〇
m
 

第

一
位
 
角
田
 
大
地

（
金
 
木
）
 

第
二
位
 
工
藤
 
慶
斗
（
嘉
 瀬
）
 

第
三
位
 
前
田
 
拓
也
（
金
 木
）
 

◇
五
年
男
子
一
〇
〇

m
 

第
一
位
 
今
 

太
壱

（
喜
良市
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第
二
位
 
原
田
 

周
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
福
士
 
大
志
（
金
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◇
六
年
男
子
一
〇
〇
m
 

第
一
位
 
津
島
 
孝
平

（
喜
良市
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第
二
位
 
山
崎
 
拓
也

（
金
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第
三
位
 
工
藤
 
淳
（
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倉
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六
年
男
子
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第
一
位
 
別
府
 
樹
憲
（
金
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二
位
 
神
 
健
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（
金
 
木
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第
三
位
 
白
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裕
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木
）
 

◇
共
通
「
五
O
〇

m
 

第

一
位
 
白
川
 
幸
多
（
金
 木
）
 

第
二
位
 
伊
藤
 
潤
哉
（喜
良
市
）
 

第
三
位
 
平
川
 
卓
弥
（
嘉
 
瀬）
 

◇
共
通
走
幅
跳
 

第

一
位
 
白
川
 
雄
太
（川
 
倉
）
 

第
二
位
 
内
海
 
貴
暁
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
松
尾
 
康
平
（
金
 木
）
 

◇
共
通
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
 

第

一
位
 
角
田
 
大
地

（
金
 
木
）
 

第
二
位
 
工
藤
 
慶
斗
（
嘉
 
瀬）
 

第
三
位
 
前
田
 
拓
也
（
金
 
木
）
 

◇
四
×
一
〇
〇
m
リ
レ

ー
 

第
一
位
 
金
木
小
学
校
A
 

第
二
位
 
喜
良
市
小
学
校
 

第
三
位
 
嘉
瀬
小
学
校
 

◇
四
年
女
子

一
〇
〇
m
 

第
一
位
 
古
川
亜
沙
美
（
喜
良
市
）
 

第
二
位
 
松
川
 
華
穂
（
嘉
 
瀬）
 

第
三
位
 
工
藤
 
愛
美
（川
 
倉
）
 

◇
五
年
女
子
一
〇
〇
m
 

第

一
位
 
山
田
 
奈
美
（
金
 
木）
 

第
二
位
 
成
田
 
理
紗
（
喜
良
市
）
 

第
三
位
 
吉
田
沙
耶
香
（
金
 木
）
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一
〇
〇

m
 

第

一
位
 
小
山
内
亜
梨
沙

（
嘉
瀬）
 

第
二
位
 
L
藤
 
優
香
（
川
 
倉
）
 

◇
六
年
女
子
ニ
〇
〇
m
 

第

一
位
 
阿
部
ち
ひ
ろ
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
小
山
内
美
穂
（
金
 
木
）
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親善少年剣道大会 
8月26日、金木小学校体育館で第13回金木地区防犯並びに親善少年剣道

大会が行われ、金木剣武館などの近隣市町村の少年剣士30人が参加し、父

母らの声援を受けながら熱戦を繰り広げました。 

金木剣武館の試合結果は次のとおりです。 

＠団体戦 
◇4年以下の部 第2位金木剣武館A ◇5・6年の部 第1位金木剣武館 

⑨個人戦 
◇1・2年の部 第2位古川 大将（喜良市小） 
◇3・4年の部 第2位清野 隆（金木小） 
K'5・6年の部 第1位工藤 大志（喜良市小） 

敢闘賞伊丸岡広樹（喜良市小） 

尋
一
万
慈
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編
一
 

～金木町からはリラックスチームが鵠場～ 

金木町運動公園を主会場とした第36回青森県朝野球選手権大

会町村の部が 9月 8・9日に 3市町の 5球場で開催されました。 

開会式では、金木中吹奏楽部の演奏で32チームが入場行進を

行い、優勝旗返還に続き鳴海町長が祝辞を述べ、開催地代表と

してリラツクスの岩村弘男主将が選手宣誓をしました。 

角田助役による始球式が行われた開幕試合は、リラックスと

平賀町の大誠クラブとの対戦となり、リラックスが 3回表の集

中打で 5点を先取し、そのまま逃げきり 5対 3で勝利。2回戦

へと進みましたが、惜しくも 0対 3で平内町球友会に敗れまし

た。リラックスの秋元監督は「努力がたりなかった。強豪の壁

は厚かった」と語っていました。 角田助役による始I瀞 追加煮を‘,げる」 
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第
三
位
 
秋
谷
 
浩
一
（
金
 
木
）
 

第
一
位
 
今
 
あ
ゆ
み
（
嘉
 
瀬
）
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共
通
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〇
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第
二
位
 
川
嶋
 
理
奈
（
金
 
木
）
 
第

一
位
 
斉
藤
 
彬
宏

（
金木
南
）
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つ
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（
嘉
 
瀬
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第

二
位
 
飯
塚
 
岳
雪
（
金
木
南
）
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共
通
走
幅
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三
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野
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大
喜
（
金
木
南
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一
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瑞
穂
（
嘉
 
瀬
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二
位
 
古
川
亜
理
香
（
喜
良
市
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一
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金
木
南
中
学
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瀬
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二
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原
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知
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（
嘉
 
瀬
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一
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幸
子
（
金
木
南
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第
三
位
 
神
島
 
英
奥
（
嘉
 
瀬
）
 
第

二
位
 
藤
元
佳
奈
子
（
金
 
木
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第
三
位
 
古
川
 
好
子
（
金
 
木
）
 

第
一
位
 
嘉
瀬
小
学
校

A
 

◇
ニ
年
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子

一
〇
〇
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第
二
位
 
喜
良
市
小
学
校
 

第

一
位
 
棟
方
 
愛
理
（金
木
南
）
 

第
二
位
 
嘉
瀬
小
学
校

B
 

第
二
位
 
山
中
 
夏
希
（
金
木
南
）
 

第
三
位
 
白
川
 
由
佳
（
金
木
南
）
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〇
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◇
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一
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佐
藤
 
香
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（
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木
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第
一
位
 
白
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恵
造
（
金
 
木
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〇
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第
二
位
 
野
宮
 
龍
樹
（
金
 
木
）
 
第

一
位
 
川
嶋
 
麻
耶
（
金
 
木
）
 

第
三
位
 
長
内
 
大
士
（
金
木
南
）
 
第

二
位
 
吉
田
 
奈
緒
（
金
 
木
）
 

◇
ニ
年
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三
位
 
前
田
衣
里
奈
（
金
 
木
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一
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田
中
 
輝
（
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木
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二
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（
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木
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一
位
 
金
木
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三
位
 
江
良
 
和
樹
（
金
木
南
）
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二
位
 
金
木
南
中
学
校
 

◇
三
年
男
子
一
〇
〇

m
 

第
三
位
 
金
木
中
学
校

B
 

第
一
位
 
竹
内
 
克
明
（
金
 
木
）
 

第
二
位
 
佐
藤
 
太
亮
（
金
 
木
）
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第
一
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岡
田
 
大
輔
（
金
木
南
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一
位
 
棟
方
 
美
暢
 

第
二
位
 
吉
田
 
俊
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（
金
 
木
）
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●

鳴
海
町
長
が

一
人
ひ
と
り
に
 

顕
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
 

rレ
繁書
 

ト
角
田
会
長
が
社
会
福
祉

功
労
感
謝
状
を
授
与
 

‘
参
加
し
た
長
寿
者
と
 

関
係
者
の
み
な
さ
ん
 

100歳以上の長寿者1名 

88歳以上の長寿者夫婦1組 

90歳以上の長寿者85名 

ト
九
＋
才
な
が
ら
み
ご
と
な
歌
 

を
披
露
し
た
鳴
海
石
吉
さ
ん
 

棟松吉今花白白川吉松今松今沢原桑小古伊深中潰伊原山原秋成宮兼花中川鈴竹小 
丸 

方川田 田川川島田川 川 田田田野川岡田谷田東田中田元田崎平田谷口木内野 

いシ喜ャきマツヤ ト イ平ミ カフ リ ミ ョ タ浅 ト クマイ シ耕久しアキき ソシキョ ミ タ 
ン シ 五 ン 

よ ワ助ェく ササエセセ農子ョ ミ子ョコ二,ョ郎シニコョナー治み子ナぬワサシソサ ミ く
（
あ
し
の
園
）
 

助
（
あ
し
の
園
）
 

よ
（
あ
し
の
園
）
 

セ
（
中
小
栗
崎
）
 

ワ
（
上
新

町
）
 

ワ
（
上
小
栗
崎
）
 

ェ

（上
昭
和
町
）
 

（上
宇
田
野
）
 

（あ
し
の
園
）
 

（
野
 

崎
）
 

（藤
 
枝
）
 

（
林
 
下

）
 

（小
川
町

）
 

（
上
古
町

）
 

（
下
中柏
木
）
 

（三
軒
町

）
 

（上
昭
和
町
）
 

（女
 
坂

）
 

（寺
 
町

）
 

（
喜
良
市上
派立
）
 

（
喜
良市
川
端
町）
 

（
喜
良市
下
派
立
）
 

（
喜良
市
上
派立
）
 

（藤
 
枝
）
 

（芦
野
団
地
）
 

（喜
良
市川
端
町）
 

（下
小
栗
崎
）
 

（嘉
瀬
中派
立
）
 

（
蒔
 

田
）
 

（南
新
町

）
 

（林
 
下

）
 

（
沢
 

部
）
 

新東藤あ 
言， 	し 
円 	Q) 
町町枝園 
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＞  平成13年度金木町敬老大会社会福祉大会―く 

平
成
十
三
年
度
の
金
木
町
敬
老

大
会
と
社
会
福
祉
大
会
が
九
月
十

三
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
関

係
者
約
六
百
人
が
参
加
し
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。
 

式
典
で
、
鳴
海
町
長
が

「
こ
れ

か
ら
も
み
な
さ
ん
が
長
年
蓄
え
た

知
恵
と
力
を
町
に
与
え
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
県
顕
彰
状
の

伝
達
後
に
、
町
顕
彰
受
賞
者
百
六

十
二
人
に
鳴
海
町
長
が
顕
彰
状
と

記
念
品
を
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し

ま
し
た
。
ま
た
席
上
、
角
田
正
男

町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
社

会
福
祉
功
労
と
し
て
個
人
十
一
人

に
表
彰
状
、
個
人
二
人
と
三
団
体

へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
作
文
発
表
会
が
行
わ

れ
、
町
内
各
小
中
学
校
の
代
表
者

六
人
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
へ
の
日
ご
ろ
の
思
い
を
つ

づ
っ
た
作
文
を
朗
読
し
、
参
加
者

が
笑
顔
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

お
昼
に
は
、
町
婦
人
会
々
員
ら

が
真
心
を
込
め
て
作
っ
た
弁
当
を

食
べ
な
が
ら
、
町
内
の
芸
能
サ

ー
 

ク
ル
の
方
た
ち
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

ま
た
、
大
会
前
に
は
町
消
費
者

の
会
々
員
ら
が
参
加
者
に
内
職
商

法
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

当
日
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

県
知
事
顕
彰
受
賞
者
 

◇
百
歳
以
上
の
長
寿
者
 

山
 
中
 
ヤ
 
サ
（
下
鍛
冶
町
）
 

◇
八
十
八
歳
以
上
の
長
寿
者
夫
婦
 

山
 

中
 
「4

男

（上
鍛
冶
町
）
 

フ
ジ
エ
ー
ー
‘
、‘

，
、
 

◇
九
十
歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

白
 
川
 
と
 
ま

（
沢
 

部
）
 

鳴
 
海
 
石
 
吉

（芦
野
団
地
）
 

米
 
谷
 
甚
九
郎
（
上
派

立
）
 

長
 
尾
 
ア
 
ギ

（川
端
町

）
 

今
 

タ
 
マ

（下
柏
木
町
）
 

長
 
尾
 
チ
 
ョ

（南
新

町
）
 

福
 
長
 
サ
 
子

（朝
日
町

）
 

角
 
田
 
ミ
 
エ

（
昭
和
町

）
 

白
 
川
 
文
 
蔵

（
向
 

道
）
 

石
 
川
 
キ
 
ヌ
（
若
松
町

）
 

中
 
谷
 
ミ
 
キ
（
林
 
下

）
 

今
 

イ
 
ェ

（
東
岩見
町
）
 

秋
 
元
 
ス
 
ョ

（下
昭
和
町
）
 

町
顕
彰
受
賞
者
 （若

松

町
）
 

（上
小
栗
崎
）
 

昭
→
一
 

I
I
I

し
小
士
ノ
、
し
鍛
 

署
古
 
川

×雀
松
よ
登

和Lコ
 
”

I の
栗

l
J
、
の
冶

町
町
町
町
園
崎
町
園
町

（
あ
しの
園
）
 

（小
川
町

）
 

（
栄
 
町

）
 

（上
古
町

）
 

ョ

（上
昭
和
町
）
 

小
山
内
弥
右
衛
門

（あ
し
の
園
）
 

元 谷川川田長尾 

◇ 
工木山角天三田高山九 

十 
藤村形田坂上中松中歳 

以 
キみ茂こイ長ミ ちャ上 
之 太 の

ョせ進と ョ郎キ裏サ長
一、一ー、ー、一一、ノー、一、ー、ノー、寿
上上栄小あ上若あ下者 
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ま ち の で き こ と 

大倉岳登山会に 40人が参加 
第10回金木町民大倉岳登山会が 9月 8 日、 

健康増進と山林クリーン作戦、青少年の健全

育成を目的として、 9歳から67歳までの40人
が参加して行われました。 

登山口から山頂まで約 5 kmのコースを、途

中休憩をとりながら約 1時間50分かけて標高 

677 mの大倉岳を登りきりました。山頂では

霧が発生して雄大な景色は見られませんでし

たが、森林の澄んだおいしい空気を堪能して

いました。 

下山後、参加者たちは金木ライオンズクラ

ブの皆さんが用意した豚汁を味わいながら登

山の感想を話していました。 

―、 

大運動会で高齢者との交流 
9月 9日、金木昭和町子供会では敬老の日

にあわせて、町内のお年寄りたちとの交流を

目的とした昭和町々内大運動会を、町内の空

地を借りて開催しました。 

この日参加した子供とお年寄りたち30人
は、紅白に分かれてムカデ競争やタイヤ転が

し、あめ玉拾いに綱引きなどの競技に心地よ

い汗を流していました。 

昼には同町内会が準備した昼食を参加者全

員で囲んで、交流を深めていました。 

、 

敬老会及び誕生会で長寿者を祝う 
敬老の日の 9月15日、介護老人保健施設サ

ンライフかなぎ（理事長＝角田弘子）で平成 

13年度サンライフかなぎ敬老会及び誕生会が

開催され、入所している長寿者41人と 8・ 9 
月の誕生者18人のお祝いが行われました。 

長寿のお祝いとして、角田理事長からプレ

ゼントが贈呈され、続いて入所者がこの日の

ためにみんなで練習した合唱曲を披露し、訪

れた家族や職員から拍手が送られていまし

た 

この後、花扇会の歌と踊りや職員によるア

トラクションなどが行われ、入所者は家族と

一緒に楽しんでいました。 

(7）広報かなぎ 


